
来年３月日グランドオープン
姫路城

大
天
守
の
内
部
、再
公
開

ゆ
か
り
の
地
　

多
く

案
内
マ
ッ
プ
片
手
に
散
策
を

官
兵
衛
の
歴
史
館

官兵衛・秀吉の遺構も

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
振
興
探
る

神
戸
夙
川
大
　


人
参
加
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム伊勢志摩

教旅の情報発信
太田氏の講演も

経営者保証ガイドライン　その７

大
阪
ア
ジ
ア
ン
映
画
祭

レ
ッ
ド
カ
ー
ペ
ッ
ト
に
俳
優
ら

大河ドラマ館
ひめじの黒田官兵衛

映
画「
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
」で

交
流
拡
大
ア
ピ
ー
ル

　
台
湾
観
光
協
会
大
阪

本
山
一
城
氏
所
蔵
品

見
ご
た
え
も
十
分

不
祥
事
対
応
な
ど

有
識
者
か
ら
学
ぶ

　
産
業
フ
ォ
ー
ラ
ム

姫
路
城
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
ま
で

戦
国
ム
ー
ド
演
出

官
兵
衛
が
身
近
に

〈〉

青木　康弘

　
前
回
に
引
き
続
き
「
経
営
者

保
証
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
に
つ
い
て
紹
介
し
よ
う
。

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
っ
て
、

旅
館
・
ホ
テ
ル
の
経
営
者
お
よ

び
後
継
者
の
保
証
責
任
が
軽
減

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

経
営
者
自
ら
が
金
融
問
題
に
関

す
る
知
識
を
身
に
つ
け
れ
ば
、

保
証
債
務
と
い
う
潜
在
的
な
リ

ス
ク
に
恐
れ
る
こ
と
な
く
経
営

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
。

　
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
っ
て

保
証
人
の
手
元
に
残
す
こ
と
が

で
き
る
財
産
は
最
大
約
４
６
０

万
円
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の

破
産
法
で
定
め
ら
れ
た
自
由
財

産

万
円
に
加
え
て
、
標
準
的

な
世
帯
の
生
計
費

万
円
を
雇

用
保
険
の
給
付
期
間
に
相
当
す

る
期
間
、
手
元
に
残
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
だ

（
年
齢
な
ど
の
条
件
に
よ
っ
て

増
減
す
る
こ
と
は
留
意
し
た

い
）
。

　
ま
た
「
華
美
で
な
い
自
宅
」

も
残
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
保
証
債
務
を
履
行
す

る
た
め
に
、
住
み
慣
れ
た
自
宅

か
ら
出
て
行
か
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
オ
ー
ナ

ー
は
少
な
か
ら
ず
い
る
。
年
老

い
た
両
親
や
幼
い
子
ど
も
を
育

て
て
い
た
場
合
に
は
苦
労
も
相

当
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　
銀
行
や
サ
ー
ビ
サ
ー
な
ど
の

債
権
者
が
保
証
責
任
を
追
及
す

る
あ
ま
り
に
経
営
者
の
生
活
基

盤
を
壊
し
、
事
業
再
建
の
意
欲

を
失
わ
せ
て
し
ま
っ
て
は
本
末

転
倒
で
あ
る
。
今
回
の
指
針
に

よ
り
、
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ

っ
て
人
を
不
幸
に
す
る
法
制
度

が
改
革
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

や
ま
な
い
。

　
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
オ
ー
ナ
ー

が
土
地
・
建
物
な
ど
を
法
人
に

貸
し
て
い
た
場
合
に
は
、
法
人

に
譲
渡
す
る
こ
と
で
保
有
す
る

こ
と
が
可
能
だ
。
歴
史
あ
る
旅

館
・
ホ
テ
ル
は
資
産
の
保
有
状

況
が
複
雑
で
あ
る
こ
と
が
多
い

た
め
、
債
務
整
理
の
段
階
で
は

保
証
人
が
保
有
し
て
い
る
土
地

に
つ
い
て
境
界
画
定
の
た
め
の

測
量
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
譲
渡
価
格
は
時
価
売
買
が
原

則
で
は
あ
る
が
、
保
証
人
に
多

額
の
譲
渡
金
が
入
っ
て
も
手
元

に
残
す
こ
と
が
で
き
る
財
産
に

は
上
限
が
あ
り
、
そ
れ
を
超
え

る
も
の
は
債
権
者
へ
支
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
人
に
と

っ
て
も
多
額
の
譲
受
金
を
流
出

さ
せ
る
こ
と
は
、
事
業
再
生
を

行
う
た
め
の
障
害
と
な
り
う

る
。
そ
の
た
め
、
可
能
な
限
り

安
く
譲
渡
し
た
ほ
う
が
メ
リ
ッ

ト
は
多
い
だ
ろ
う
。

　
（
山
田
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
事
業
企
画
部
部
長
）
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姫路城がさらに美しくなってグランドオープン
する

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
軍
師
官
兵
衛
」
の
舞
台
と
な
る
兵
庫
県
姫
路
市
。
世
界
文

化
遺
産
で
国
宝
の
「
姫
路
城
」
は
大
天
守
保
存
修
理
事
業
も
順
調
に
進
み
、
来
年
３

月

日
に
は
大
天
守
の
内
部
が
再
び
公
開
さ
れ
る
。
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
１
年
後

に
控
え
、
商
品
造
成
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
姫
路
観
光
の
い
ま
を
伝
え
る
。

書
写
山
圓
教
寺
（
上
）
と
ま

ち
案
内
マ
ッ
プ
「
ゆ
か
り
の

地
め
ぐ
り
」

　
姫
路
を
抜
き
に
し
て
官
兵

衛
、
そ
し
て
黒
田
家
を
語
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
た

め
、
市
内
に
は
ゆ
か
り
の
地

も
多
く
、
官
兵
衛
の
息
吹
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
廣
峯
神
社
は
、
同
神
社
の

御
師
が
全
国
か
ら
集
め
た
情

報
を
官
兵
衛
に
伝
え
た
と
い

わ
れ
、
書
写
山
圓
教
寺
は
官

兵
衛
が
秀
吉
や
竹
中
半
兵
衛

と
播
磨
平
定
の
軍
議
を
凝
ら

し
た
場
所
だ
。

　
官
兵
衛
観
光
に
役
立
つ
の

が
ま
ち
案
内
マ
ッ
プ
「
よ
っ

て
く
だ
ん
　
ひ
め
じ
　
黒
田

官
兵
衛
ゆ
か
り
の
地
め
ぐ

り
」
だ
。
官
兵
衛
ゆ
か
り
の

市
内
６
地
域
の
モ
デ
ル
コ
ー

ス
を
新
た
に
作
り
、
歴
史
散

策
を
提
案
し
て
い
る
。
活
用

を
お
勧
め
す
る
。

　
姫
路
城
は
慶
長
年
間
に
建

て
ら
れ
、
日
本
に
現
存
す
る

城
の
中
で
も
世
界
的
に
高
い

評
価
を
受
け
て
い
る
城
だ
。

１
９
５
１
年
に
国
宝
指
定
、


年
に
は
日
本
で
初
め
て
、

ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
。
そ
の
優
雅

な
姿
は
飛
び
立
つ
白
鷺
に
例

え
ら
れ
、
「
白
鷺
城
」
と
も

い
わ
れ
る
。

　
そ
の
姫
路
城
も
昭
和
の
大

修
理
か
ら

年
近
く
が
経

過
。
痛
み
や
汚
れ
が
激
し
く

な
っ
た
た
め
、

年
か
ら
大

天
守
保
存
修
理
事
業
に
着

手
。
大
天
守
の
修
復
を
間
近

で
見
る
こ
と
が
で
き
る
「
天

空
の
白
鷺
」が
話
題
と
な
り
、

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
た
。

　
１
月

日
か
ら
素
屋
根

（
作
業
用
足
場
）

と
構
台
の
解
体
工

事
に
入
り
、
６
月

中
旬
に
は
大
天
守

の
最
上
層
が
姿
を

見
せ
始
め
る
予
定

だ
。
そ
し
て
来
年

３
月

日
、
装
い

新
た
に
な
っ
た
美

し
い
姫
路
城
が
お

目
見
え
す
る
。

　
姫
路
城
に
は
現

在
も
官
兵
衛
・
秀

吉
時
代
の
遺
構
が

あ
る
。「
上
山
里
下
段
石
垣
」

は
秀
吉
が
姫
路
城
築
城
の

際
、
官
兵
衛
が
普
請
に
関
わ

っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、

「
に
の
門
」
櫓
に
十
字
紋
の

鬼
瓦
が
あ
り
、
キ
リ
シ
タ
ン

だ
っ
た
官
兵
衛
由
来
の
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
官
兵
衛
関
連
の
大
河
ド
ラ

マ
館
や
歴
史
館
は
も
ち
ろ

ん
、
市
立
美
術
館
、
好
古
園

な
ど
姫
路
城
周
辺
に
は
見
ど

こ
ろ
が
い
っ
ぱ
い
。
ル
ー
プ

バ
ス
や
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
な

ど
を
利
用
す
れ
ば
、
効
率
的

に
回
れ
る
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
神
戸
夙
川
学
院
大
学
は
６
日
、
神
戸
市
内
の
同
校
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
観
光
の
未
来
の
た
め
に
」
を
開
い
た
。
観
光
事
業
者
や
地
元
関
係
者
、
学
生
な

ど
約
１
３
０
人
が
参
加
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
現

場
を
知
る
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
、
観
光
振
興
の
た
め
に
解
決
す
べ
き
課
題
な
ど
が
示
さ

れ
た
。

講
師
の
太
田
氏

　
台
湾
観
光
協
会
大
阪
事
務

所
は
６
日
、
「
台
湾
観
光
ナ

イ
ト
」
を
大
阪
市
北
区
の
ザ

・
リ
ッ
ツ
カ
ー
ル
ト
ン
大
阪

で
開
催
し
た
＝
写
真
。
台
湾

旅
行
を
扱
う
旅
行
会
社
や
航

空
会
社
な
ど
を
招
待
。
第
９

回「
大
阪
ア
ジ
ア
ン
映
画
祭
」

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
作
品
で
も

あ
る
、
日
本
統
治
時
代
の
台

湾
を
描
い
た
台
湾
映
画
「
Ｋ

Ａ
Ｎ
Ｏ
」
の
魏
徳
聖
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
や
馬
志
翔
監
督
、

出
演
者
ら
の
来
日
に
合
わ
せ

て
開
催
さ
れ
た
。
　

　
作
品
ゆ
か
り
の
地
を
め
ぐ

る
台
湾
旅
行
、
甲
子
園
球
場

（
兵
庫
県
西
宮
市
）
な
ど
作

品
ゆ
か
り
の
地
や
大
阪
の
観

光
地
を
め
ぐ
る
訪
日
旅
行
な

ど
、
相
互
の
観
光
交
流
が
ア

ピ
ー
ル
さ
れ
た
。

　
「
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
」
は
、
嘉
義

農
林
学
校
野
球
部
の
台
湾
人

と
台
湾
先
住
民
、
日
本
人
の

混
成
チ
ー
ム
が
１
９
３
１
年

に
甲
子
園
で
決
勝
戦
ま
で
勝

ち
進
ん
だ
実
話
が
モ
デ
ル
。

日
本
人
俳
優
で
は
、
監
督
の

近
藤
兵
太
郎
役
を
永
瀬
正
敏

さ
ん
が
演
じ
た
ほ
か
、
坂
井

真
紀
さ
ん
、
大
沢
た
か
お
さ

ん
ら
が
出
演
。

　
「
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
」
は
台
湾
で

２
月

日
に
公
開
さ
れ
、
ヒ

ッ
ト
し
て
い
る
。
日
本
で
は

今
年
末
に
公
開
予
定
だ
が
、

台
湾
で
の
ヒ
ッ
ト
を
受
け
て

公
開
が
早
ま
る
可
能
性
も
あ

る
。
台
湾
旅
行
、
訪
日
旅
行

の
観
光
素
材
と
し
て
も
期
待

が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
同
大

が
取
り
組
む
文
科
省
委
嘱
事

業
で
あ
る
、
「
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
特
性
を
理
解
し
地
元
産

業
を
国
内
外
に
発
信
で
き
る

人
材
」
の
育
成
に
向
け
た
観

光
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
事

業
の
一
環
。
同
事
業
を
き
っ

か
け
に
２
月

日
に
設
立
さ

れ
た
「
日
本
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

教
育
協
会
」
の
設
立
記
念
イ

ベ
ン
ト
で
も
あ
る
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
同

事
業
の
概
要
や
、
開
発
し
た

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
教

材
な
ど
に
つ
い
て

報
告
し
た
第
１
部

に
続
き
、
第
２
部

と
し
て
「
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
観
光
の
未

来
の
た
め
に
」
を

テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
開
催
。

　
前
田
出
・
生
涯

学
習
認
定
機
構
代

表
理
事
を
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、

鶴
保
庸
介
・
参
院

議
員
、
中
村
好
明

・
ジ
ャ
パ
ン
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
代
表
取

締
役
、
村
山
慶
輔
・
や
ま
と

ご
こ
ろ
代
表
取
締
役
、
小
野

田
金
司
・
同
大
観
光
文
化
学

部
学
部
長
の
各
氏
が
パ
ネ
リ

ス
ト
と
し
て
登
壇
し
、
外
国

人
目
線
の
重
要
性
や
外
国
人

の
関
心
の
広
範
さ
、
消
費
税

免
税
の
全
品
目
へ
の
拡
大
が

も
た
ら
す
効
果
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て

意
見
を
交
わ
し
た
。

　
こ
の
う
ち
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

に
携
わ
る
人
材
に
つ
い
て

は
、
小
野
田
学
部
長
が
ア
ジ

ア
か
ら
の
留
学
生
の
果
た
す

役
割
の
重
要
性
に
触
れ
、
働

き
な
が
ら
も
落
ち
着
い
て
学

べ
る
態
勢
づ
く
り
の
必
要
性

を
指
摘
し
た
。
こ
の
ほ
か
村

山
代
表
は
、
人
材
育
成
の
先

に
あ
る
問
題
と
し
て
イ
ン
関

連
の
就
職
先
の
不
足
を
指

摘
。
大
企
業
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
す
る
こ

と
が
関
連
雇
用
の
拡
大
に
つ

な
が
る
と
訴
え
た
。

　
　
　
　
　
【
小
林
茉
莉
】

　
三
重
県
と
伊
勢
志
摩
地
域

の
３
市
１
町
（
伊
勢
市
、
鳥

羽
市
、志
摩
市
、南
伊
勢
町
）、

各
観
光
協
会
、
宿
泊
・
観
光

施
設
、
旅
行
会
社
な
ど

団

体
で
組
織
す
る
伊
勢
志
摩
学

生
団
体
誘
致
委
員
会
は
７

日
、
東
京
・
日
本
橋
の
三
重

テ
ラ
ス
で
教
育
旅
行
の
最
新

情
報
交
換
会
を
開
催
し
た
。

コ
ー
ス
や
学
習
テ
ー
マ
の
説

明
の
ほ
か
、
元
近
畿
日
本
ツ

ー
リ
ス
ト
社
長
で
東
海
大
学

観
光
学
部
教
授
の
太
田
孝
氏

が
講
演
を
行
っ
た
。

　
同
委
員
会
は
、
国
内
外
の

教
育
旅
行
を
伊
勢
志
摩
地
域

に
誘
致
す
る
こ
と
を
目
的
に

８
年
前
に
発
足
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で

受
け
入
れ
数
が
増
加
し
た
２

０
１
２
年
は

校
誘
致
し
た

が
、

年
は

校
に
減
少
。

関
東
の
中
学
生
と
関
西
の
小

学
生
の
受
け
入
れ
が
中
心
と

な
っ
て
い
る
。

　
今
後
は
首
都
圏
か
ら
の
需

要
を
掘
り
起
こ
そ
う
と
、
初

め
て
都
内
で
情
報
交
換
会
を

開
催
し
た
。

　
あ
い
さ
つ
し
た
委
員
長
の

小
宮
山
健
司
氏
は
「
過
去
に

は
伊
勢
神
宮
を
中
心
と
し
た

修
学
旅
行
に
年
間
２
０
０
万

人
が
来
て
い
た
。
現
状
は
約


万
人
と
寂
し
い
状
態
が
続

い
て
い
る
。
今
後
は
新
規
受

注
を

校
５
千
人
増
や
し
た

い
」
と
語
っ
た
。

　
同
会
で
は
伊
勢
神
宮
で
の

学
習
テ
ー
マ
を
三
つ
提
示
し

た
。

年
に
１
度
の
式
年
遷

宮
で
解
体
し
た
古
材
は
鳥
居

や
全
国
神
社
の
修
繕
な
ど
に

再
利
用
さ
れ
る
リ
サ
イ
ク
ル

の
精
神
、
１
３
０
０
年
繰
り

返
さ
れ
て
き
た
伝
統
文
化
と

技
術
の
継
承
、
稲
作
と
和
食

文
化
の
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
と
説
明
し
た
。

　
太
田
氏
は
「
伊
勢
神
宮
と

修
学
旅
行
の
歴
史
を
考
え

る
」
と
題
し
た
講
演
で
、
戦

後
の
団
体
旅
行
の
様
式
は
、

「
戦
前
の
軍
国
主
義
、
天
皇

制
教
化
と
し
て
の
伊
勢
神
宮

参
拝
に
あ
り
、
戦
後
の
マ
ス

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
お
け
る
団
体

型
周
遊
駆
け
足
旅
行
の
原
型

と
な
っ
た
」
と
語
り
、
「
高

度
成
長
期
に
お
け
る
日
本
企

業
の
休
暇
制
度
か
ら
、
短
期

間
の
効
率
的
パ
ッ
ケ
ー
ジ
旅

行
が
要
請
さ
れ
た
点
、
福
利

厚
生
、
団
体
意
識
と
仲
間
意

識
の
形
成
を
目
的
と
し
た
側

面
も
あ
っ
た
」
と
述
べ
た
。

　
「
第
９
回
大
阪
ア
ジ
ア
ン

映
画
祭
」
の
レ
ッ
ド
カ
ー
ペ

ッ
ト
イ
ベ
ン
ト
「
ア
ジ
ア
ン

　
ス
タ
ー
　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
が
７
日
、
大
阪
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
の
時
空
の
広

場（
大
阪
市
）で
開
か
れ
た
。

主
催
は
大
阪
観
光
局
。

　
大
阪
観
光
局
で
は
、
大
阪

府
下
の
映
像
撮
影
を
支
援
す

る
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

（
Ｆ
Ｃ
）
事
業
も
担
っ
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
「
大
阪
ア
ジ

ア
ン
映
画
祭
事
業
」
と
「
シ

ネ
ア
ス
ト
・
オ
ー
ガ
ニ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
大
阪
事
業
」
を
推
進

す
る
大
阪
映
像
文
化
振
興
事

業
実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

と
し
て
、
両
事
業
に
協
力
し

て
き
た
。
Ｆ
Ｃ
事
業
の
促
進

で
、
大
阪
と
ア
ジ
ア
の
映
像

文
化
の
交
流
を
図
り
な
が

ら
、
ロ
ケ
地
な
ど
の
観
光
資

源
を
生
か
し
、
国
内
外
か
ら

の
誘
客
を
目
指
す
。

　
レ
ッ
ド
カ
ー
ペ
ッ
ト
イ
ベ

ン
ト
に
は
、
第
１
部
に
コ
ン

ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
部
門
か
ら
タ

イ
映
画「「
す
ご
～
い
快
感
」

の
タ
ン
ワ
ー
リ
ン
・
ス
カ
ピ

シ
ッ
ト
監
督
や
本
人
役
で
出

演
し
た
日
本
の
俳
優
で
歌
手

の
越
中
睦
士
さ
ん
ら
が
登
場

し
た
。

　
第
２
部
に
は
、
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
作
品
で
、
特
別
招
待
作

品
部
門
の
台
湾
映
画
「
Ｋ
Ａ

Ｎ
Ｏ
」
の
馬
志
翔
監
督
と
日

本
人
出
演
者
の
永
瀬
正
敏
さ

ん
や
坂
井
真
紀
さ
ん
、
嘉
義

農
林
学
校
（
嘉
農
＝
Ｋ
Ａ
Ｎ

Ｏ
）
野
球
部
員
役
の
俳
優
ら

が
登
場
＝
写
真
。
同
作
品
の

顧
問
を
務
め
る
王
貞
治
氏
も

登
場
し
た
。

　
姫
路
城
内
の
「
リ
の
一
渡

櫓
」
に
あ
る
の
が
「
官
兵
衛

の
歴
史
館
」
（
来
年
１
月


日
ま
で
開
館
）
だ
。

　
菊
一
文
字
の
太
刀
拵
や
甲

冑
、
合
子
形
兜
な
ど
、
漫
画

家
で
黒
田
家
と
竹
中
家
の
ゆ

か
り
の
品
の
コ
レ
ク
タ
ー
と

し
て
有
名
な
本
山
一
城
氏
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
を
展
示

し
て
い
る
。
世
に
名
高
い

「
中
国
大
返
し
」
を
再
現
し

た
ジ
オ
ラ
マ
は
必
見
。

　
リ
の
一
渡
櫓
は
国
指
定
の

重
要
文
化
財
で
通
常
は
非
公

開
の
施
設
。
こ
の
機
会
に
見

る
の
も
お
勧
め
だ
。

　
開
館
時
間
は
午
前
９
時
～

午
後
４
時
半
。
問
い
合
わ
せ

は
☎
０
７
９
（
２
８
７
）
３

６
８
１
。

　
日
本
経
営
分
析
学
会
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
フ
ォ
ー
ラ

ム
（
代
表
幹
事
＝
井
上
博
文

・
東
京
成
徳
大
学
人
文
学
部

観
光
文
化
学
科
教
授
、
東
洋

大
学
名
誉
教
授
）
は
こ
の
ほ

ど
、
「
第

回
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
産
業
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を

東
京
の
立
教
大
学
池
袋
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
い
た
。

　
基
調
講
演
は
「
食
品
偽
装

表
示
を
巡
る
経
営
リ
ス
ク
と

そ
の
対
策
～
社
会
問
題
化
し

た
食
品
偽
装
表
示
へ
の
対
応

～
」
。
企
業
の
不
祥
事
対
応

に
詳
し
い
田
辺
総
合
法
律
事

務
所
の
弁
護
士
、
中
西
和
幸

氏
が
講
演
し
た
。

　
他
に
「
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル

チ
ェ
ー
ン
と
決
済
手
段
と
の

関
係
性
に
関
す
る
考
察
」

「
飲
食
店
に
お
け
る
メ
ニ
ュ

ー
表
示
の
ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ

に
関
す
る
研
究
」
「
ブ
ラ
イ

ダ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る

消
費
者
意
識
―
プ
ラ
ン
ナ
ー

の
評
価
に
注
目
し
て
―
」

「
料
飲
部
門
に
お
け
る
レ
ベ

ニ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
応

用
」の
研
究
報
告
が
あ
っ
た
。

　
中
西
氏
は
「
他
社
事
例
か

ら
学
ぶ
」
と
し
て
、
企
業
名

を
挙
げ
て
具
体
的
に
問
題
と

な
っ
た
事
例
を
解
説
。
そ
の

上
で
問
題
が
発
覚
し
た
際
に

は
①
対
応
チ
ー
ム
の
立
ち
上

げ
②
人
的
・
財
産
的
被
害
の

確
認
と
証
拠
の
保
全
③
社
内

に
お
け
る
情
報
統
制
④
公
表

の
要
否
の
判
断
⑤
マ
ス
コ
ミ

対
応
⑥
被
害
拡
大
防
止
措
置

―
が
必
要
と
述
べ
た
。

　
特
に
マ
ス
コ
ミ
対
応
で

は
、
記
者
会
見
の
留
意
点
と

し
て
「
事
実
を
説
明
し
、
憶

測
で
語
ら
な
い
」
「
外
見

（
態
度
・
服
装
）
も
大
切
」

「
（
新
聞
社
は
）
経
済
部
で

は
な
く
社
会
部
の
記
者
が
出

席
す
る
の
で
、
ご
ま
か
し
が

き
か
な
い
」な
ど
を
挙
げ
た
。

　
会
見
で
は
ま
ず
「
道
義
的

責
任
を
感
じ
て
お
り
ま
す
」

と
謝
罪
す
る
こ
と
が
重
要
と

強
調
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て

「
道
義
的
責
任
と
法
的
責
任

は
別
物
。
法
的
責
任
は
後
か

ら
な
ん
と
で
も
な
る
が
、
記

者
会
見
は
失
敗
す
る
と
取
り

返
し
が
つ
か
な
い
。
そ
れ
で

廃
業
に
至
っ
た
例
が
数
多
あ

る
」
と
注
意
を
促
し
た
。

　
（
写
真
上
か
ら
）
２
０
１
４
年
１
月

日
＝
「
天
空

の
白
鷺
」
閉
館
後
、
内
部
の
仕
上
げ
材
を
解
体
・
搬
出

▽
６
月
中
旬
＝
大
天
守
の
最
上
層
が
姿
を
見
せ
る
▽
９

月
頃
＝
素
屋
根
の
基
礎
を
解
体
、
天
守
台
の
石
垣
よ
り

上
部
が
ほ
ぼ
解
体
▽

年
３
月

日
に
大
天
守
内
部
を

再
び
公
開

　
姫
路
城
南
の
家
老
屋
敷
跡

公
園
内
に
あ
る
の
が
「
ひ
め

じ
の
黒
田
官
兵
衛
大
河
ド
ラ

マ
館
」
（
来
年
１
月

日
ま

で
開
館
）
だ
。
戦
国
ム
ー
ド

た
っ
ぷ
り
の
演
出
と
ド
ラ
マ

の
資
料
展
示
な
ど
で
官
兵
衛

が
生
き
た
時
代
を
紹
介
し
て

い
る
。

　
「
人
間
・
黒
田
官
兵
衛
」

な
ど
四
つ
の
ゾ
ー
ン
で
構

成
。
官
兵
衛
の
居
室
や
官
兵

衛
時
代
の
姫
路
城
の
ジ
オ
ラ

マ
な
ど
見
ど
こ
ろ
も
多
く
、

官
兵
衛
が
荒
木
村
重
に
幽
閉

さ
れ
た
有
岡
城
の
土
牢
を
再

現
し
、
体
験
も
で
き
る
。

　
開
館
時
間
は
午
前
９
時
～

午
後
５
時
。
問
い
合
わ
せ
は

☎
０
７
９
（
２
８
４
）
２
４

５
５
。


